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震
度
６
弱
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
か
ら
１
ヶ
月
た
っ
た
４
月
20
日
、
福
岡
で

震
度
５
強
の
余
震
が
お
こ
り
、
新
た
に
家
屋
な
ど
の
被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
福
岡
県
西
方
沖
地
震
対
策
本
部
（
本
部
長
＝
赤
嶺

政
賢
衆
院
議
員
、
事
務
局
長
＝
仁
比
聡
平
参
院
議
員
）
は
４
月
21
日
、
福
岡
県
西

方
沖
地
震
災
害
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
政
府
へ
行
い
ま
し
た
。

　
以
下
申
し
入
れ
全
文
で
す
。

防
災
担
当
大
臣
　
村
田
　
吉
隆
　
殿

福
岡
県
西
方
沖
地
震
災
害
に
関
す
る
申

し
入
れ
　
　
　

　
福
岡
県
西
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
か
ら

一
ヶ
月
が
経
過
し
た
。
二
十
日
早
朝
に
は
震

度
五
強
の
余
震
が
発
生
し
、
新
た
な
被
害
も

発
生
し
て
い
る
。

　
今
回
の
震
災
に
対
し
て
は
、
玄
界
島
な
ど

離
島
・
漁
村
で
の
被
害
と
、大
都
市
で
の
被
害

が
同
時
に
起
き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態

に
即
し
た
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
数
次
に
わ
た
る
現
地
調
査
を
ふ
ま
え
被
災

地
の
実
態
、被
災
者
・
被
災
自
治
体
の
切
実
な

要
望
に
も
と
づ
き
、以
下
申
し
入
れ
る
。

記

１
　
相
次
ぐ
余
震
に
よ
る
被
害
の
拡
大
や
豪

雨
時
の
土
砂
災
害
な
ど
、
二
次
災
害
の
防

止
と
避
難
者
の
安
全
確
保
・
心
の
ケ
ア
等

に
万
全
を
期
す
こ
と
。

２
　
戸
建
て
住
宅
の
み
な
ら
ず
、
被
災
マ
ン

シ
ョ
ン
を
含
め
、補
修
・
再
建
に
対
す
る
公

的
支
援
を
行
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
住
宅

本
体
に
対
す
る
支
援
に
ふ
み
だ
す
と
と
も

に
、適
用
対
象
や
適
用
要
件
を
拡
大
し
、被

災
者
す
べ
て
に
支
援
が
行
き
渡
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

３
　
玄
界
島
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は
、「
島

は
一
つ
の
家
族
」
と
い
う
島
民
の
思
い
を

ふ
ま
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
に
最

大
限
配
慮
す
る
こ
と
。
仮
設
住
宅
へ
の
入

居
の
際
の
子
ど
も
た
ち
の
通
学
や
漁
業
と

の
か
ね
あ
い
、
今
後
の
復
興
計
画
の
策
定

や
生
活
再
建
へ
の
と
り
く
み
な
ど
、復
旧
・

復
興
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
島
民
の
英
知
を

結
集
し
、
住
民
の
合
意
と
参
加
に
基
づ
い

た
復
興
を
す
す
め
る
こ
と
。

４
　
出
漁
で
き
ず
に
収
入
の
途
を
断
た
れ
て

い
る
漁
業
者
に
対
す
る
生
活
支
援
を
お
こ

な
う
こ
と
。被
災
し
た
農
地
と
農
業
施
設
・

農
機
具
を
復
旧
す
る
た
め
の
公
的
支
援
を

行
う
こ
と
。被
災
者
と
中
小
業
者
、漁
業
者
、

農
家
な
ど
に
対
し
て
、
既
貸
付
金
の
返
済

猶
予
を
行
う
と
と
も
に
、無
担
保
・
無
利
子

で
、
返
済
期
限
も
長
期
の
緊
急
融
資
を
行

う
こ
と
。

５
　
ビ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
の
落
下
や
被
災
マ
ン

シ
ョ
ン
等
で
壁
や
柱
に
亀
裂
が
は
し
り
、

玄
関
ド
ア
が
開
閉
不
能
に
な
る
な
ど
、
避

難
に
著
し
い
困
難
を
き
た
す
深
刻
な
被
害

が
広
が
っ
て
い
る
。
被
害
状
況
の
把
握
と

分
析
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を

ふ
ま
え
、
被
災
後
の
再
建
の
あ
り
方
を
含

め
た
集
合
住
宅
や
ビ
ル
等
の
防
災
対
策
を

す
す
め
る
こ
と
。

 

　
　
　
　
　

　
二
〇
〇
五
年
四
月
二
十
一
日

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団    

福
岡
県
西
方
沖
地
震
対
策
本
部

写
真
右
か
ら
仁
比
聡
平
参
院
議
員
、
赤
嶺
政
賢
衆
院
議
員
、
柴
田
高
博
内
閣
府
政
策
統
括
官
、

高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
、
吉
井
英
勝
衆
院
議
員

　
「
本
当
に
怖
か
っ
た
。
こ
ん
な
余
震
が
い
つ

ま
で
続
く
の
か
」
―
福
岡
で
震
度
５
強
の

余
震
が
お
こ
っ
た
４
月
20
日
、
日
本
共
産
党

の
田
村
貴
昭
党
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
国
政

対
策
委
員
長
、
橋
本
英
一
党
東
博
多
地
区
委

員
長
ら
は
、
震
源
地
に
近
い
福
岡
市
東
区
・
志

賀
島
を
視
察
・
被
災
住
民
を
見
舞
い
ま
し
た
。

余
震
で
崩
落
が
ひ
ど
く
な
り
、
さ
ら
に
電
柱
が
傾

い
た
現
場
を
視
察
す
る
田
村
貴
昭
氏


